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授業の達成目標 授業で得られる「学位授与の方針」要素 ⇔ 【授業の達成目標】
2026ASカリ, 2025ASカリ, 2024ASカリ, 2023ASカリ

【専攻】農学分野で必要とされる情報収集・分析能力，批判的 専門分野の重要な知見を理解し、専門ではない人にも理解でき
思考力を有し，農学分野での研究成果を発信できるグローバル るように情報発信できるようになる。
な情報発信能力を有する。

⇔

授業の概要 農業生産は生物的要因や非生物的要因などの環境要因によって大きな影響を受ける。一方で、農業活動
それ自身が環境に対してプラスとマイナスの両方の影響を及ぼすことも知られている。本講義では、プ
ラスの効果として農業の多面的機能を取り上げ、マイナスの効果としては農業による環境負荷について
紹介し議論していく。さらに、これらの知識をベースとして農環境の保全や持続的な食料生産について
考える。

Contents: Agriculture is enormously influenced by various biotic and abiotic environmental factors. On the 
other hand, agricultural management itself affects on the environment positively and negatively. 
In this lecture, we will focus on multifunctions of agriculture and the negative impacts of 
agriculture.Furthermore, we will discuss conservation of agricultural environments and 
sustainable agriculture.

授業計画 第１回：ガイダンス（担当：齋藤）
第２回：農業の多面的機能（１）概要（担当：齋藤）
第３回：農業の多面的機能（２）食料供給機能（担当：齋藤）
第４回：農業の多面的機能（３）多様性保全機能（担当：齋藤）
第５回：農業の多面的機能（４）国土保全機能（担当：齋藤）
第６回：農業の多面的機能（５）社会科学的側面（担当：齋藤）
第７回：農業の多面的機能（６）総合討論1-a（担当：齋藤）
第８回：農業の多面的機能（７）総合討論1-b（担当：齋藤）
第９回：農環境保全（１）概要（担当：加藤）
第１０回：農環境保全（２）土壌環境（担当：加藤）
第１１回：農環境保全（３）水環境（担当：加藤）
第１２回：農環境保全（４）地球環境（担当：加藤）
第１３回：農環境保全（５）総合的病害虫管理（担当：加藤）
第１４回：農環境保全（６）総合討論2-a（担当：加藤）
第１５回：農環境保全（７）総合討論2-b（担当：加藤）

成績評価の方法 2回の総合討論の内容により評価する。

成績評価の基準 総合討論に非常に優れた内容を含んでおり、かつ、教員を感心させるレベルにあれば「卓越している」。
 非常に優れた内容を含んでいれば「かなり上にある」。優れた内容を含んでいれば「やや上にある」、
平均的な内容であれば「水準にある」。

事前事後学習の
内容

自ら教科書・専門書および論文を選び精読する。

履修上の注意 特になし。

質問,相談への対
応

随時、担当教員に直接相談するか、メール（斎藤：saitok@shinshu-u.ac.jp）で受け付ける。

学生へのメッセ
ージ

自分が興味のある教科書・専門書および論文を選んでください。

【教科書】 特になし

【参考書】 特になし


